
金
揮
官
蹴
志
巻
十
五

せ
り
。
此
の
供
養
と
し
て
八
百
磁
よ
り
飢
人
二
千
人
へ
銭
五
拾
文
宛

施
行
せ
ん
と
、
あ
わ
雲
と
銃

rる
茶
底
の
底
先
に
て
、
飢
人
共
へ
施
、

し
け
り
。
と
れ
俳
優
の
一
脊
宮
市
と
い
へ
り
。
右
は
一
応
耕
一
八
年
五
月
の

事
た
り
し
が
、
翌
丸
年
の
六
月
ま
で
菊
川
松
之
助
の
座
本
k
t
興
行

7
せ
し
か
E
、
同
年
七
月
藩
侯
よ
り
奥
行
を
と
ピ
め
ら
れ
、
所
調
十
八

軒
茶
屋
を
初
め
芝
居
小
屋
を
ぽ
仮
の
教
小
屋
と
た
し
、
愛
に
飢
人
共

を
ぽ
一
時
入
置
か
れ
、
十
年
に
東
本
願
寺
掛
所
再
建
に
付
き
‘
定
芝

居
の
建
物
を
悉
く
破
設
し
て
、
掛
所
へ
寄
附
し
け
り
。
俳
優
僻
記
に

も
、
天
保
丸
年
と
ん
き
う
の
節
、
笠
舞
村
の
御
助
け
小
屋
前
々
よ
り

あ
れ
ど
、
更
に
御
小
屋
た
ち
、
川
上
芝
居
小
屋
跡
・
め
う
ぎ
芝
居
小
屋

跡
・
天
神
町
・
昌
安
町
・
演
野
町
、
此
の
五
館
所
御
助
け
小
屋
相
建
、
共

後
川
上
芝
居
御
指
留
に
付
、
小
屋
は
末
寺
再
建
の
錫
め
‘
大
芝
居
を

東
末
寺
へ
下
さ
れ
‘
右
の
材
木
一
向
宗
の
者
ど
も
へ
御
渡
し
に
て
、

毎
日
南
無
阿
蹴
陀
併
の
拍
子
に
て
蓮
迭
し
、
誠
に
賑
々
敷
事
也
。
小

芝
居
の
小
屋
は
町
屋
陀
相
成
り
た
り
。
と
記
椴
す
。
此
の
川
上
定
芝

居
小
屋
は
文
政
の
創
建
以
来
賓
に
盛
大
に
し
て
、
是
が
た
め
菊
川
町

議
の
者

εも
管
業
を
得
、
活
計
に
乏
し
か
ら
ざ
り
し
が
、
俄
に
陵
業

し
、
二
十
徐
年
繁
昌
せ
し
定
芝
居
小
屋
の
舞
慈
の
遺
跡
は
明
地
と
成

以
来
の
劇
場
合
は
所
々
縛
地
し
て
、
=
一
ク
所
共
従
前
川
上
の
定
芝
居

小
屋
の
如
き
盛
大
に
至
ら
宇
。
所
調
宮
芝
居
の
や
う
に
て
、
建
物
も

甚
だ
血
相
た
り
と
い
へ
り
。

会
代
』
O
中
村
歌
右
衛
門
偉

二
代
中
村
歌
右
衛
門
は
大
坂
の
俳
優
に
し
て
、
文
政
十
一
年
摩
川
川

上
芝
居
座
の
鹿
本
分
と
た
れ
り
。
績
哨
随
筆
に
云
ふ
。
文
化
十
笑
酉

五
月
十
九
日
八
つ
時
頃
、
京
都
四
僚
川
束
通
り
北
側
雑
劇
場
ヘ
批
士

数
十
人
押
し
込
み
、
飢
妨
無
惣
に
し
て
数
人
の
見
物
人
騒
動
せ
り
。

共
来
由
を
尋
ぬ
る
に
大
坂
中
村
歌
右
衛
門
俳
名
芝
翫
と
い
へ
る
芝
居

役
者
あ
り
。
屋
鋭
を
加
賀
屋
と
い
ふ
。
営
世
三
都
随
一
の
名
人
た
る

よ
し
静
判
甚
だ
し
く
、
今
や
此
の
上
に
出
づ
る
者
た
し
と
か
や
。
此

の
歌
右
衛
門
が
父
は
‘
元
来
加
州
石
川
郡
宮
腰
浦
の
生
に
し
て
、
先
年

浪
惑
に
か
せ
ぎ
に
来
り
、
遂
に
家
を
卜
し
て
大
坂
の
住
人
と
成
り
、

数
寄
の
遺
と
て
芝
居
役
者
と
を
れ
り
け
り
。
共
の
子
蛍
歌
右
衛
門
た

る
も
の
生
質
才
気
あ
り
て
、
芝
居
の
伎
審
に
勝
れ
、
さ
き
に
東
都
へ

下
り
劇
場
に
出
で
た
る
に
・
大
に
衆
人
の
春
を
得

τ‘
三
朝
一
人
の

鋭
を
得
た
り
。
文
化
十
年
の
容
は
浪
華
民
蹄
り
け
る
に
‘
江
戸
の
名

た
L
る
翠
よ
り
我
も

f
¥と
賂
物
を
競
ひ
、
或
は
錦
鎗
商
賓
の
謹
よ

金
滞
官
服
志
血
管
十
五

四

り
て
葎
生
茂
り
.
十
八
軒
茶
屋
は
僅
か
に
残
る
と
い
へ
ど
も
、
破
壊

し
て
狐
狸
の
住
所
と
成
り
た
り
。
然
る
に
文
久
の
頃
に
や
、
務
政
改

革
の
良
政
に
乗
じ
、
寛
永
の
昔
に
立
蹄
り
、
歌
舞
伎
再
興
あ
り
て
‘

川
上
定
芝
居
小
屋
の
陵
跡
ゐ
よ
ぴ
犀
川
川
下
延
命
院
の
尻
地
に
芝
居

小
屋
を
建
築
し
て
興
行
す
。
然
る
に
川
下
の
芝
居
小
屋
は
慶
路
三
年

に
寅
久
寺
河
原
を
築
出
し
町
地
と
た
し
、
西
御
影
町
と
名
付
け
、
芝

居
小
屋
を
愛
に
移
す
。
此
と
同
時
に
卯
辰
山
を
平
均
し
て
家
屋
を
建

て
、
一
時
繁
昌
し
け
る
に
よ
り
、
此
の
地
に
も
更
に
芝
居
小
屋
を
建

て
興
行
せ
し
か
ど
.
と
の
地
衰
微
し
け
る
に
よ
り
、
滋
野
川
馬
場
へ

移
し
‘
子
v
今
興
行
す
。
卯
辰
山
の
芝
居
小
屋
建
築
は
明
治
元
年
に

て
、
共
の
遺
跡
は
担
葬
地
と
成
り
た
り
。
叉
川
上
の
芝
居
小
屋
は
明

治
十
二
年
尾
山
紳
枇
の
隣
地
今
の
金
谷
舘
の
地
へ
移
し
、
此
に
於
て

興
行
せ
ん
と
せ
し
か
ど
、
事
故
あ
り
て
興
行
を
指
留
め
ら
れ
し
底
、

翌
十
三
年
西
御
影
町
の
火
災
に
彼
の
地
の
芝
居
小
屋
焼
亡
せ
り
。
依

り
て
尾
山
榊
枇
隣
地
の
劇
場
舎
を
彼
に
移
せ
り
。
是
今
存
在
す
る
芝

居
小
屋
也
。
叉
明
治
十
三
年
に
川
上
芝
居
小
屋
の
跡
地
に
更
に
再
建

し
て
興
行
せ
し
か
ど
、
土
地
の
都
合
に
よ
り
、
海
野
川
卯
辰
八
幡
町

昆
沙
門
の
奮
枇
地
に
移
し
.
と
れ
も
子
炉
今
興
行
す
。
お
の
如
く
維
新

り
は
錦
紛
五
寓
枚
を
腐
り
、
は
た
の
家
よ
り
は
黄
金
許
多
を
附
る
た

ど
、
財
貨
E
高
を
集
め
、
道
中
東
海
道
腸
々
の
雲
助
の
翠
ま
で
も
皆

共
の
風
を
し
た
ひ
、
名
に
め
で
L
奔
走
渇
仰
す
る
事
、
諸
宗
の
関
山

も
及
ぶ
ぺ
か
ら
宇
。
蹄
後
共
賂
物
の
棟
梁
た
る
を
二
・
三
十
家
許
板

行
と
た
し
て
寅
弘
む
る
者
あ
り
け
り
。
貨
に
古
今
比
類
訟
を
伎
欝
漢

と
去
ひ
っ
ぺ
し
。
浪
華
に
跨
り
て
名
春
蘭
t

甚
だ
し
く
、
俗
客
鬼
女

子
の
輩
渇
仰
巻
線
‘
一
度
是
が
鏡
花
飼
を
か
は
せ
ば
、
そ
れ
を
悦
び

て
人
民
誇
れ
り
。
今
年
夏
に
至
り
て
京
都
民
登
り
.
裕
外
四
僚
橋
東

北
側
の
芝
居
に
し
て
伎
饗
を
は
じ
む
。
依
v
之
入
口
の
木
戸
を
堅
む
る

惣
も
、
牛
ぽ
浪
華
よ
り
来
り
て
是
を
司
る
と
い
ふ
。
然
る
に
い
か
た

る
事
に
や
、
京
都
に
て
は
さ
ま
で
勝
れ
し
郵
と
も
見
h
宇
、
聞
き
し

陀
似
ぬ
た
ど
L

初
め
の
程
は
不
評
判
た
り
し
が
、
説
中
十
六
日
よ

り
、
古
手
や
八
郎
兵
衛
と
い
へ
る
切
狂
言
を
交
へ
、
態
を
盤
し
伎
を

と
ら
し
て
勤
め
し
か
ぽ
、
大
に
稲
美
を
得
て
.
流
石
に
今
と
そ
名
に

聞
き
し
古
今
濁
歩
の
伎
義
た
れ
と
‘
頓
に
評
判
の
沙
汰
甚
だ
し
く
成

り
し
か
ぽ
.
我
も
/
¥
と
見
物
陀
行
〈
程
に
、
桟
敷
上
下
・
平
座
錐

を
立
つ
ぺ
き
透
も
な
し
云
々
ο
又
同
十
三
年
に
大
坂
道
頓
堀
角
の
芝

居
に
中
村
歌
右
街
門
勤
め
け
る
に
、
茶
屋
等
の
掻
負
連
中
よ
り
縮
緬

四
七




